
狭隘道路における旧橋撤去の施工計画 

（株）日建技術コンサルタント 税所 茉奈

１．まえがき 

一級河川 米川（奈良県橿原市木原町他）の河川改修に伴

い架け替えを行う極楽橋の旧橋撤去設計１）（以下，撤去設

計）を行った． 

極楽橋は耳成山東側に位置する人道橋であり，周辺道路

が非常に狭隘なため撤去設計にあたり施工機械及び工事用

進入路の適切な選定を行う必要があった．また，撤去設計

と極楽橋架橋地の米川護岸改修設計業務が並行してあった

ため，護岸改修設計との擦り合わせを行った． 

本文では，撤去設計の概要及び進入路計画についてまと

める．なお，本文に出てくる地図は常に上が北を示す． 

２．周辺状況 

位置図・周辺状況を図-1 に示す．極楽橋は耳成山東側の

閑静な住宅街にあり，周辺堤防道路の最小幅員は約 3.2m と

非常に狭隘となっている． 

図-1 極楽橋 周辺状況 

出典:地理院地図(https://maps.gsi.go.jp/)を加工して作成 

３．設計概要 

 極楽橋が交差する米川の河川改修のため，極楽橋の上部

工・下部工全撤去の計画を行った． 

極楽橋の竣工図書は残っておらず，橋梁台帳及び現地調

査における実測値によって橋梁一般図を復元した．ただし，

現況地盤より以深については確認し難いため本設計時点で

は推定形状とした． 

表-1 極楽橋 橋梁諸元（推定） 

橋梁名 極楽橋（ｺﾞｸﾗｸﾊﾞｼ） 

路線名 木原佐伯団地 8号線 

架設年次 不明 

上部工形式 RCT 桁橋 

基礎形式 重力式橋台 

路下状況 直接基礎 

径間数 一級河川 米川（ﾖﾈｶﾜ） 

橋長 2 

桁長 15.330m 

全幅員 7.650m 

A 1

P 1
D L = 5 5 . 0

▽計画河床高 D L = 5 6 . 9 9 2 m

▽調査時水位 ( 2 0 2 2 . 8 )

▽推定橋台下面 D L = 5 5 . 9 9 2 m

A 2

1
0
0
0

1 0 桁 長 7 6 5 0 1 0 桁 長 7 6 5 0 1 0

橋長 1 5 3 3 0

撤去 範 囲

1 t 土の う 積 み

袋 型根 固 め 工

図-2 極楽橋 撤去範囲図 

 周辺状況からも分かるように，左岸は特に家屋が近接し

ているため，上部工及び P1 橋脚・A1 橋台の撤去は右岸側

から行い，A2橋台撤去のみ左岸側で行うこととする． 

また，橋脚の撤去範囲は基本的に計画河床までとするが，

撤去設計と並行して実施されていた護岸改修設計において

鋼矢板土留めによる半川締切を実施することが判明し，残

置した橋脚基礎が支障となることを防ぐため土留めを打設
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 
  第56回（令和5年度）研究発表会 論集 コ - 1　ポスター発表概要

－　206　－

https://maps.gsi.go.jp/


する位置の先行掘削を計画した． 

 周辺道路や家屋が近接している状況，施工工種を踏まえ

選定した撤去時に使用する機械を表-2に一覧で示す． 

 

表-2 極楽橋撤去 施行機械一覧 

使用機械 用途 使用箇所 

0.45m3ｸﾚｰﾝ機能付ﾊﾞｯｸﾎｳ 土工，取壊し工 右岸，左岸 

4t 積ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 土砂・撤去殻搬出 右岸，左岸 

2t 積ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 橋面舗装の撤去搬出 右岸 

2t ﾄﾗｯｸ 高欄撤去搬出 右岸 

80t 吊ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 主桁撤去 右岸 

SKT 杭打機 

50t ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ仕様 
橋脚撤去(先行掘削) 右岸 

25t 吊ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 鋼矢板圧入引抜工 右岸，左岸 

7t 積ﾕﾆｯｸ車 鋼矢板運搬 右岸，左岸 

 

４．工事用進入路計画 

前項において選定した施工機械の工事用進入路を計画し

た．工事用車両は奈良橿原線からの進入を基本とする．奈

良橿原線以降の進入経路については，実際の交通状況や周

辺橋梁の橋格を調査し，図-3のとおりとした． 

 

【凡例】極楽橋 ：撤去設計箇所， 橋梁名 ：車道橋 

    交差点名：使用する交差点，路線名 ：使用する路線 

        ：進入路(大型×)，    ：進入路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 極楽橋撤去 工事用進入路 

出典:地理院地図(https://maps.gsi.go.jp/)を加工して作成 

 

 左岸堤防道路への進入は，奈良橿原線南側から①木原町

交差点を右折して東側の市道を通ることで進入可能．ただ

し，東側市道は大型車規制道路となっているため警察協議

のうえ通行許可を得た後に通行する．また，転回可能な場

所がある耳成山北側を通行して工事箇所まで進入する． 

右岸堤防道路への進入は，大型車両の進入を考慮すると

奈良橿原線南側から②耳成山橋北詰交差点を右折しての進

入が適当であるが，当該箇所は右折禁止となっている．北

側から②耳成山橋北詰交差点を左折し，右岸堤防道路へ進

入は可能であるが，隅切りが小さく桁吊上げ時の大型ｸﾚｰﾝ

等の通行は困難と考えられる． 

上述より，右岸堤防道路へ大型車両で進入するには左岸

～右岸間を行き来する工事用進入路が必要となる．第一に

極楽橋下流の③耳成橋が候補として考えられたが，竣工図

を収集して設計条件を確認したところ設計荷重が TL-14

（旧道路橋示方書２）において車両総重量 14t を想定）であ

ると判明した．このため，④上木原橋の設計荷重を PC建協

の橋梁管理データベース３）を用いて調べたところ，A 活荷

重（車両総重量 25t を想定）で設計されていたため，大型

車の通行により適している④上木原橋を左岸～右岸間を行

き来する工事用進入路とした． 

大型ｸﾚｰﾝやﾊﾞｯｸﾎｳなどの重機搬出入については，地元周

知の上先導車付きで夜間搬出入を行うものとする．ﾀﾞﾝﾌﾟﾄ

ﾗｯｸ等頻繁に搬出入する建設機械については道路事情や地

元近隣住民等への影響を考慮し 4t ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ程度による施

工としているため，昼間で一般車両と離合可能と考える． 

 

表-3 極楽橋 周辺道路・橋梁の大型車両通行可否 

番号 
大型車両 

通行可否 
備考 

① 〇(※) 
※東側道路は大型車規制道路となっ

ているため,警察協議が必要． 

② 
右折× 

左折△ 

南側からの右折禁止，北側からの左折

は隅切りが小さいため困難． 

③ × 
大型車規制道路となっており，設計荷

重 TL-14 のため大型車通行不可． 

④ 〇 設計荷重 A活荷重 
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